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1. はじめに

ポリマーセメントコンクリートは，結合材であるセメントの

一部をポリマーで代替したもので，普通コンクリートに比

べ，引張性能，曲げ性能の向上が図れるとともに，付着性

能が大幅に向上することが特長として挙げられる。現在，こ

のポリマーセメントコンクリートの特長を生かし，細分化され

た部材を接着して組み上げるプレキャストコンクリートの開

発が進められている。そこで，本研究では，このポリマーセ

メントコンクリートのはく離付着特性に関して実験的に検討

する。

2. ポリマーセメントコンクリートの付着特性の分類

日本接着学会における付着特性の分類方法 をもと1)

に，ポリマーセメントコンクリートの付着界面特性は の図-1

ように分類できる。本研究では， に示すポリマーセメン図-1

トコンクリート間の付着特性のうち，はく離付着特性につい

て検討を行う。

3. はく離付着試験方法

試験の因子として母材の種類および付着面の表面処理

方法の種類を検討した。母材の種類は，ポリマーセメントコ

ンクリート（ ）およびモルタル（ ）そして比較のたPCC PCM

め普通コンクリート（ ）を水準とした。付着面の表面処NC

理方法は，無処理，ディスクグラインダー処理およびサンド

ブラスト処理を用いた。試験では，全ての水準を組合せ，

各組合せについて 体の供試体にて試験した。 に母2 表-1

材の配合を示す。ポリマーセメントコンクリートおよびモルタ

ルは，打設後，前置きを 時間，毎時 ℃で昇温，最高3 15

65 5 20温度 ℃で 時間保持する蒸気養生を行い，脱型し

65 RH 7 50℃， ％ の恒温恒湿室に 日間静置し，その後，

℃にて 日間乾燥を行った。試験材齢における普通コン3

クリートの圧縮および曲げ強度は ， ，ポ45.6MPa 4.6MPa

リマーセメントコンクリートは ， ，ポリマー99.0MPa 8.5MPa

セメントモルタルは ， であった。はく離付52.9MPa 8.1MPa

着試験用供試体は独立した上下のブロックをエポキシ樹

脂系接着剤にて接着した。 にはく離付着試験方法を示す。引張力 をロードセルにて測定し，切欠き開口量図-2 P

をクリップゲージにて測定する。なお，測定には動ひずみ計を用いて，毎秒 回の計測を行った。CMOD 1000
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母材の配合表-1

kg/m SP
母材

単位量 [ ]3

W C Ad. S G PE C×%

NC 168 373 781 1048 2.78－ －

PCC 127 564 56 781 788 56 0

PCM 128 668 1337 146 0－ －

：高強度用混和材， ：エマルジョンAd. PE
：ポリカルボン酸系高性能 減水剤SP AE

はく離付着試験方法図-2
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4. はく離付着試験結果

にはく離付着試験により得られた 曲線の一例図-3 P-CMOD

を示す。図から分かるように，付着面の表面処理方法を変化させ

ることではく離付着性能は変化する。その傾向は，サンドブラスト

処理を行う場合，最も良好な付着性能を有し，付着面の処理を

行わない場合は付着性能が低下することが確認できる。また，図

には接着面を持たないコンクリート単体の供試体により得られた

曲線も併せて示す。サンドブラスト処理を行うことでコンP-CMOD

クリート単体の引張性能に近い挙動を示すことが確認できる。

5. はく離付着軟化曲線およびはく離付着破壊エネルギー

コンクリートの引張軟化曲線の推定に使用される多直線近似

法を付着界面に適用しはく離付着軟化曲線を算出する。 に図-4

得られたはく離付着軟化曲線の一例を示す。 ( )に示すよう図-4 a

に，無処理の供試体に比べディスクグラインダー処理そしてサン

ドブラスト処理を行った供試体の方が，はく離付着応力が増加す

る。また，母材の種類による影響は，普通コンクリートに比べポリ

マーセメントコンクリートは，はく離付着応力は大きくなるものの，

軟化域の形状は脆性的な形状を示している。これは，付着界面

におけるひび割れ進展挙動により説明が出来る。つまり，ポリマ

ーセメントコンクリートは高強度の硬化体であるため，粗骨材の強

度がモルタルマトリックスのそれを下回り，ひび割れが粗骨材を

貫通して進展する。この場合，はく離付着特性はぜい性的とな

る。 にはく離付着破壊エネルギーの算出結果を示す。この図-5

X Yはく離付着破壊エネルギーは，はく離付着軟化曲線の 軸と

軸により囲まれる面積で表され，付着界面におけるひび割れ進

展において消費される非回復性のエネルギーと考えられる。い

ずれの母材においても，無処理，ディスクグラインダー処理，サ

ンドブラスト処理の順にてエネルギーが増加する。また，普通コン

クリートのエネルギーがポリマーセメントコンクリートおよびモルタ

ルのそれに比べ大きい値を示している。ポリマーセメントコンクリ

ートの圧縮および曲げ強度は普通コンクリートの約 倍であるこ2

とから，ポリマーセメントコンクリートのはく離付着特性はぜい性的

であることがはく離付着破壊エネルギーからも考察できる。

6. まとめ

ポリマーセメントコンクリートのはく離付着特性について検討を

行った。その結果，表面処理によりはく離付着特性は大きく影響

することを確認した。とくにサンドブラスト処理を行うことにより，は

く離付着特性は，母材自身の引張特性に近づく。また，ポリマー

セメントコンクリートおよびモルタルのはく離付着強度は高くなる

ものの普通コンクリートに比べ，ぜい性的である。
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曲線図-3 P-CMOD

( ) 表面処理方法の種類の影響a

( ) 母材の種類の違いの影響b

はく離付着軟化曲線図-4

はく離付着破壊エネルギー図-5
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